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相模トラフー相模海丘において
「しんかい2000」により観察された魚類

工藤孝 浩＊1

1991 年ｎ 月12 日に相模湾･11央部の相模トラプ底水深1300m 地点に「しんかい

別00」により潜航した．扈丿模洵丘‾F郤斜面の水深968・ 地点までの約1300m を航走

しながら，目観で確認された魚類の飯察を行った．途巾の２地点で，冷凍イワシ餌

を入れたステンレス製の長方形篭綱を海底に殷置し，蝟集した生物の行動を綵察し

た．

Ⅲ この榊航で観察され，曷レベル以下まで回定できた魚節はISllであった．

（2） 航走中に，推定全畏約３・ のオンデンザメや，詢庭に横たわるテングギンザ

メ，相模漉岡辺からの記録が極めて少ない北方県ｌ であるアラスカカスペやシロ

ゲング等を暗部した.

13） 篭綱には･1ラコアナゴ，コンゴウアナゴ．４パラヒゲ苟が多数蝟集した.

141 イラコフナゴの蝟集・ が扁も多かったが，篭網に入跏したのは１佃休だけであ

った．

Fish Fauna  Observed by Using the Submersible

"SHINKAI  2000" in the Saganri tiwgh-Sagami  knoll.

Takahiro KUDO'2

The  survey  was  carried  out  by  using  the deep-sea  reserch  submersible

"SHINKAl  2000"  for observation  of deep-sea  fishes in (he central area of the

S<ig<imi Bay,  so called Sagami  (rough, at depth  of 968m  to 1 3QQm  on  Decem-

ber  12, 1991.

The  trap net, in which  the baits of frozen anchovics  were  hung,  was set out

a( the two  places on  the sea-bed  during the cruise in order  (o observe  the be-

havior  of deep-sea  fishes

(1) Fifteen  species of fishes were  identified in the family level on  this ciuise

{2) On  cruising, Pacific sleeper  shark  ([Somawits  pad  fiats) about  3m  of

estimated  total length, longitose chimaera  {Rhmochimaaa  paafica)  rested

on  the  sca-bed,  Aleutian  skate  (Bathyittja ahittico)  and  while  eelpoul

(Boihtvciva  /nolle) which  belong  to  the  noithem  distributions! spccics.
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and  is a very few  records in Sagami  Bay  and  adjacent waters, etc, were

observed.

(3) Many  individuals of cutthroat eel (Sy/Mphebranchus  kaupi), sunbinose

eel (Simcnchctys  parasiticus) and  roughscale  rat tail (Coryphaanoides

acrolepis), etc were  gathered near to the trap net,

(4) The  number  of indivisuals of cutthroat eels were  most  in the fishes

gathered near the trap net, although only one indivisual was caught by the

trap net.

１．は じ め に

相模湾の総合的な研究を生物と環境の両面から

推迦するうえで，深海域の生物相を明らかにする

といった基礎的な研究は不可欠である。相模湾産

の無脊椎助物については，生物学御研究所繝とし

て詼鰓類をはじめとする10分類郢にわたるモノグ

ラフか出版され，殊に深海生物相の豊富さが世界

的に知られている。一方，相模湾に産する魚類は

13CC 種あまりとされているが（神奈川県水産試

験場，1979），体系的な魚類目録はいまだに整備

されていない。そこで，筆者らは確央な記録に基

づく魚類IJ ストの整備を地めているが（工藤・岡

部，1991），深海性魚頚については底曳網やサク

ラエビ船曳網といったそれらが無選択に漁獲され

る漁業が相模湾に存在しないため佃報が不足して

おり。新たな調査手法を導入する必要がある。

相模測深海域の越礎的な研究を埀遥するための

手段として，海洋科学技術センターの『しんかい

2000』の積極的な活用は極めて有効であり，当場

では年次針・ 的に異なる水深僭に潜航し。基礎デ

ータを収集することになった。手初めとして，中

田が1990年10月に大磯誨脚（水深100－645nl）に

おいて唾棚斜而域から大陸棚上の生物分布の観察

を行った（中田｡199 ））。そして，1991年は神奈

川県 海面の最深部であ る相襖トラフ底（水深1

300m ）と，それに隣接する相模海丘の下部斜ii

域で， 魚類を中心とする生物分布の観察を行っ

た。

２．調 査 方 法

1991年11月12日に峨ヶ島西方約16マイjﾚの相筏

Ｆラフ底に潜航した（lll ）。着底畿，Ｃ０.70°で

海底il=C上を約1300 回航虐しながら，目視で確認

された生物の観察を行った。

3Ｍ

こ の潜航で は。生物と遭遇 する確率 を高め， ま

た生物の篭 加具に対 する行動 を観察 するために，

冷凍 カタクチ イワシ碑 を内部に吊したステ ンレス

製の長方形篭網 （400 ×690 ×300mm. 網目の長径

38mm, 短径29m ｓ；写真１） をサンプルバ スケッ

トに載せて携帯し。途中の ２地点でマニピ ュレー

タに より海底上に殿 岨して蝟集した生物を観察し

た。 また，集魚効果 を高める ために，マニピ ュレ

ータを用い て目合25nm の網袋に入れ た冷凍 カタ

クチ イワシ餌 を設置 された衄網の周 囲に振り撒い

た。

通常我々が目にす る裸海生物は，変形，変色か

著しい死後の姿であ るので， 生時の映 像を記 録す

るこ ともこの調査の大 きな目的 の一つ とした。 観

察された生物 の映像は，船外 に取り付けたビデ オ

カメ ラ， ステ レオスチ ールカメラお よび船内井 ち

込み スチ ールカメラに より撮 影された。

なお，本報告で用い た水深およぴ水温は 「しん

かい20｛｝OJ の船体 に装備 されたＳＴＤに より測 定

されたもので ある。

３．結果および 考察

３． １　 潜航調査の概 妥

第5㈲潜航におけ る調査 の概要 を表１に示した。

また， 覬 察 された海底 の状況 と生 物の山 現状 況

を，図 ２の洳航航跡図に従い 「しんかい2000 」の

行動 とともに時刈を追 って記 述する。

10 : 53 着底， 水深129811. 翦底地点付近は 単調

な平 坦地 が広 が り， 底 貿は 泥。 流【匈2?0 °， 蘆 速

0.1 ノットの弱い底刷 流があ り， 海底貎程は約 ６

・。 海底に は径 】ｃｍ以 下の多 数の小孔 が開いて

おり， 環形動 物の棲 管と思われる孤 さ数e ｓ の棒

状の突起物 も数多くみられたが，大型 表在性 動物

は認 められない。

Ｐrｏｃ. JAMSTEC Syrmp. Deep Ｓｅａ Ｒｅs， 旧92 ）



10 : 57 同」也点で篭網を股置し，第１回|:|の篭網

観察を行った。観察結果は筬に詳述する。

11 :51 毫網を回収し，移助。平坦な泥貿の海底

が絞き，魚類の姿は非常に少ない。海底には|翡紫

色の大型のナマコの 】毬，榿色のイソギンチ1･ ク

の１插等が視認されたが。その生息密皮は低く，

10－30 皿おきに１個体づつ撒兇された。

12 : 27 水深] 295 m。 進行方向と直角に高さ約l

a,の段丘崖状のステップが現れ，ここで全長約3

11のオンデンザメに遭廻した。

12:33　 水深1293m 。 ステップを上った所に着底

して篭綱を設置し，餡２回目の観察を行った。

13:09 毫網を回収し，再び移動。祓い勾配の平

坦な海底が続き，商さ2  ― 3m の段差の岩棚が50

～100m おきに３段現れた。 岩棚は泥貿の堆積物

に硬われ，縁辺郤だけに露ａがみられた。露岩部

には高さ10 －30cm の白色のガラス海綿｛六放海

綿｝の１机や。 イソギンチャクの 】i,IRが列を成し

て忖耕していた。

13:j16 水深12･17nl。泥質の海底に直径２ｍ以上

の巨礫が数個露出し。巨礫のすぐ背後に岩顫が存

在していた。この先にはステ・プ，岩棚状の地形

は出現しなくなった。

13:51　 水深1238m 。海戚勾配が徐々に大きくな

る。トカゲギスが多い。

14:11　 水深1188m 。遊泳中のテングギンザメ科

のｌ種を発見し，追跡。1131  iiiまで浮上した。

14 : 16 水深1 186m。翦城し，海底に繊たわるテ

ングギンザメを観察。径15cm 前後のヒトデの１

種が数恫体みられた。

14 : 23　水深1 18311.エソイバラガニとコンニヤ

クウオ属のｌ種を発見する。

14 : 32　水深I 155『・。 海底勾配が急戮に増加する

が底質は泥のままで人きな変化はみられない。

14 : 37　水深1140『Ｉ。相模海丘の急攅が現れ。シ

・ ツトバラストを逐次投棄し。浮力を得ながら斜



こ とができたものに限 り，目録に採録 した。

この他にも。 潜陣中 に現れ たハダカイワシ斟 ま

たは ソトオリイワシ科 と思われる中層遊 泳性小型

魚矧， 航走中に瞬川的に現れ たり，距離 が離れて

いた ために鮮明 な映像が得られなかった査定不能

の魚類が数桟観察された。

この目録に掲載された魚知の推定体長，航走巾

ならぴに 着底 して の篭網 観察中 に観察 された魚類

の佃体 数を表 ２に示した。

種の 配列 と分 布域 は益 田ほ か （1984 ） に従 っ

た。

ツノザメ目　Squaliforms

ツノザメ科 Ｓｑｕalldae

l　 オンデ ン ザメ　５．1,iｓ,ｓ扣吻9･EI,ｓ（写翼 ２，

３）

本秡にj剔する話題で|よ，1989 年 ９月にフランス

の潜水剽査船ノチ ールが歇 河湾に潜航し た際に，

水深1200m 蛆 点で 推定全 長 ？ｍ に達 する赳 大型

個 体 に 遭 遇 し た･･ 事 件” が 有 名 で あ る

（Ｄ・ｕbilet，199（））。

今回の潜 航では。 推定 全長約 ３ｍ の中 型個体が

相模ト ラフ底 の水 深1295 圃地点 に現 れた。 こ の

個体は，平坦な海底に存在 する商 さ約 ］ｍ の段丘

ｌ 状のステ ップに 沿うように遊泳 し左舷方向から

接 近して きた。 そ して，「し んかい2000 」 の存在

を企く意に 介さない様子で ，艇先端部をかすめ悠

然 と泳ぎ去った。 ぷ6鯵上蔔には。 寄生性 かいあし

類で ある 大型のペ ンネラの１秡の寄生が1認められ

た。

本屆は 齔界に ３穩知ら れており， そのうち２種

が日本近海に産する。日本近海に 生息するカエル

ザ メ （S jajlfjl,）は， 第ｌ 背 鰭 が 第 ２背鰭 より

大 きく，そ の先端がとがること，咸 僵して も全長

1.5m 程度で ある等 の点で 本砥 と区 別され。 大西

洋に分布 するもうｌ種は， 両背鰭 の同の距離が吻

端 から第１鰓裂 まで の距離に等しいこ とで区 別さ

れる（北海道大学 水産学部 仲谷一宏教授私信）。

本穩は日 本の太平洋側から北部太平 洋に分布し，

束京湾口において 漁獲され た記録 もある ｛植 須賀

市自然博物館 林　 公義学芸貝私信｝。

エイ目　Rajiformes

ガン ギェイ科Rajldae

2　 ア ラ ス カ カ ス ベSaljIJ ・司’・ 曲11池a （写 真

湎上りを同始する。 鈿の斜T面は堆積物が蓐く双

い，露頸は認められない。

14 : 42 水深1 107・。斜面はほぽ垂直に近くな

り，ほとんどが剱岩となる。カイメン類やイソギ

ンチャク鯖響の定着牲の動物が多く観察され，叩

幅２ｃｓ 前後の多数の タラバガニ科の幼ガニ，晴

赤紫色のタコの１秡１個体が観察された。

14:54 水深1027・。斜面の勾配が急に褄くなり

尾根の上に出る。j4根の上は泥を被っているため

定着饅の動物が少ない。尾根筋に沿って上昇を絞

ける。

15:01　 水深968m 。離底する。

３．２　確認魚類目掴

現在の「しんかい2000」の能力，装備ではネク

トンを採集することができないため，魚類の小現

状況を論ずるためには，ある程度鮮明な映像紀録

を得ることが不可欠である。したがって，原則と

して科レベjﾚ までの査定がif能な映像を記録する

Jj6



４）

相模トラフ底の水深1296 ．の海底に定座して

いた。こ の個体は全長約9（ｋ『・｡ 体盤櫺約6Ccｓ と

推定され，交接器が確認できないことから雌と考

えられた。

この大きさに成長する穩類は限られ，吻が畏く

農に突出すること，体儲背iliの正中線上に縁が分

布することから｡ ソコガンギェ イ属の数観に限定

される。北海道大学水産学部の仲谷一宏教授にビ

デオ映像 を検肘して頂き，一応木槌に査定された

が，この個体には刷帯部の棘が見当らない｛本種

には存在する｝，正中線上の転が途中で無 くな
う

ているように見える（本種は連続する）邨の問題

がある。 本種は北|;|本からオホーツク海・ベーリ

Proc. JAMSTEC Symp. Deep Ｓｅａ Rbs. （）9咄

ング海に広く分布する北方系種であるか，1986年

に駿河湾の水深1350m 地点から「しんかい2〔XX〕」

の潜航調査により紀録されている（田中・久保

田，1988）。駿河湾の個体は，写真から体盤背面

正中線上の棘の辿続性が認められる。

ギンザメ目　Chimaeriformes

ギンザメ科Ohimaeridae

３　アカ ギンザメ属の１種 毋φ由ｇ,ls sp. （写

真５）

相模海丘斜面下部にある急崖の水深1 074m 地

点で硫認された。この個体は巾層に定位していた

が，「しんかい2000」の接近に反応して逃避した。

その場所は地形が険しく，シ・ ツトバラストを投

棄しての浮上中であったため追跡で きなかった。



吻 が･1jぴない ギンザメ頚は臀覩の右無に よって

２属に分けら れるが。臀鶫は小 さく，|映像記録か

らは臀鱗の有鎚がはっきりしない。 尾鰭 糸状郤の

長さは贖長より短く，第 丿背鮪先端は九み を帯ぴ

る。体色は一様 に白く。 斑紋等は認めら れない。

ギンザ メ類の分類は極めて 混乱 しており， 標本が

あって もなかな か査定で きない程であ り， とりあ

えずビデ オ映像を検討して 観いたIljl谷教授の見解

に従って アカギンザメ属 の 】瞿とした。分類学的

な問題 が解決していない現状での論澱は，こ の辺

りでとどめてお くのが適当であろう。

テ ングギンザメ科Rhinochimaeridae

４　テ ング ギンザメ　ｇ,j。。iehiauicm pacifica (写

真６）

和模海丘の斜而に さしかかる直前の水深11 鮖ｍ

地点の平坦な海底に定座していた。こ の個体は海

底に横たわり， 両胸鰭を力な く上下に誦 かす だけ

で，「しんかい加00 」の接 近対 して全 く逃避 行助

を示さな かった。 したがって歪近距離 から， 体表

31ａ

を 走 る側 箍 器 官 や分 類 の キ ー となる1.d鱗 上 染縁 辺

部 に 並 ぷ小 棘 状 突起 等 の外 部 形 態 を詳 細 に 観 察 す

る こ と がで きた 。 ６分1Ⅲ こわ たる至 近 距 離 か ら の

観 察に もか か わらず ， 全 く 逃 避 する 様 子 が み ら れ

な か っ たた め ， 病気 等 生理 的 に 異常 を きた し た 個

体 か と も思 わ れ たが ， 突然力 強 く泳 ぎ出 し て 観 界

から 消 え去 っ た 。こ の様 な休 息 状態 は 正 常な 行 剣

の １ つな の か も知れ な い 。

今 回 ，吻端 を 海ａ に 浅く 突 き刺 し， 吻 部 全体 や

体側 の １郤に 泥 が付 着 した状 態 の個 体 が芻|察 され

たが ， 本 種同 様 に 長 く突 出 し た 吻を 持 つ ミツ ク リ

ザ メ{Mitsuf? 。ｙij･ａ ｌ･６１ａ･。I） の 消化 管 内 容 物 か ら

は， 雛 物 の根 。種 子 ， 木 片等 の 海磁 堆 積 物 が 見出

さ れ て い る （林　 公 毳 学 芸 貝 私 信）。 こ れら の種

は剣 状 に 仲 び た吻 を ， 索 餌 の た め海 底 を掻 き 回 す

のに 用 い る 叮能 性 があ る 。

５　 テ ング ギ ン ザ メ科 の １ 穩Rhilochimaeridae

ｓp.（写 真 ７ ）

前 種 を 観 察 す る ５ 分 前 に 。 水 深1188nl の 海 底

Proc.  JAMSTEC Symp. Deep Sea Res.　!1992 ）



上 ２ｍ の 中潜 に 定位 し ている 個 体 を 発 見 した 。接

近 す る と急に 向 きを 変 え 。 大 きな 胴鯛 を はぱ た く

様 に 上 下 させ て 泳 ぎ だ した。 こ の個 体 は 前祉 とは

対 照 的 に 活性 が 高 く， ４分1111の 観 察 中 に 急角 度 に

５回 避 泳 方向 を 変え ， ほ ぼ垂 直 に ？ｍ 上 昇 し た。

上 昇 時｡に は胸 鱗 を体 韶 に 密着 させ ， 体 後半郤 を左

右 に振 る 遊 泳行 誦 を み せ た。 遊 泳中 は 第 １背 鰭 を

倒 し て お り ，方 向 を変 え た り 制 抛を か け る時 の み

立 て た。 こ の 個 体 が胸 鰭 を2.1 回 ／ 秒 の 制 合 で 上

下 させ た 時 の遊 泳 迎 度 は ，「し ん かい2000 」 の 最

高 速 度 （3.0 ノ フ ト） とほ ぽ 等 し か った。

こ の 個 体 の体 色は 一 様 に 白 色 で。 一 都 に茶 褐 色

の前稙 とは異 な って い た。 また ，こ の 個 体 の頭 部

前 轍 の 隆 起は 前 種に 比 べ て 高い よ うで あ っ た。 日

本近 海 に 分布 す る吻 が 征 く仲 びる ギ ンザ メ鬮 は ２

種 だ け な の で ， 両個 体 が別種 であ れば ， こ の個 体

は ア ズ マ ギ ン ザ メ　 呎 ，ｒ心11a ・j 。￥, 。lｓ ） と な

る。 し かし ， 尾 鰭上 業 の小 糠状 突起 の有 無 が 瞎認

で きな かっ た ため， テ ング ギ ンザ メ科 のｌ秡 と し

た。

ウ ナ ギ 目　Angul Ⅲorm

ホ ラ ア ナ ゴ科Synaphobranchldae

6　 イ ラ コ ア ナ ゴSyl･ ｕがje&Rlllallｓ ill･♪i（写 真

８）

こ の 潜 航 で 最 も多 く 見ら れ た秡 で ，州 褊 海 丘 の

怠 斜 面 域 を 除 く泥底 に 広 く分 布 し てい た。 航 走 中

も しば しば 観 察 さ れ た が， 畩 網 に特 に 多 く 蝟 集 し

た。

吻 が 比較 的 孤 く ， 口 が大 き く，肛 門 が体 の 前 方

よ り1/3 に 位 置 し， 生 心 水 深 が 深 い こ と から ホ ラ

ア ナ ゴ 属の ｜ 種 と 考 え ら れ た が，鱗 の形 や配 列 が

分類 の キ ー とな っ てい る た め ，目 視 観 察に よ る 種

の 査 定 は 難 しい 。 相 模 曲 で は 水濠950m か ら ホ ラ

ア ナ ゴ （Ｓ.６がi･･is） が 採 集 さ れ た 紀 録 が あ る が

（服 部ほ か ，1980 ）， こ の種 は 大 きく な っ て も全 長

60cnl ま で であ る 。 今 回観 奈 さ れ た個 体 全 て が 全

長70 －80c ● で あ っ た こ と から ， 日本 近 海に 分 布

す る 本 編 の中 で最 も 大き くな る本 稙 に 査定 し た。

コ ンゴ ウア ナ ニi科Simenchelyitiae

フ　 コ ン ゴ ウ ア ナ ゴ Ｓ･・,。。ｒjj，lｙｓjJailｓlllias （写

真 ９）

篭 網 観簾 中 に も航 走中に も観察 さ れた が 。 水深

1200m 以 深 の 泥 底に 分 布が 限 ら れ た。

Proc.  JAMSTEC Symp. Deep Ｓｅａ Res. <1992)

吻が短 く鈍 く，口 が小 さい独 特の頭 部形 態か

ら， 一兇して 本秡と査定され た。

クズア ナゴ科Nettastomatidae

8　 ク ズア ナ ゴ 科 の １ 種 ＮｅｕａsIorｌａtidae sp･

（写真10 ）

1 回目の篭網覿察中に濕下から現れ，海底直上

をゆっくり遊泳 しながら， 广しんか｡い2000 』 の前

方 ４～５ｍ を迦遇した。 照明光や僭き餌には全く

反応しな かった。本種 の遊泳方法は体全体を左右

に くねらせる「ウナギ型亅 ではな く，体前半部を

延ばしたまま後半部のみを左右に くねらせる独特

のものであ った。

吻が著 しく長く，胸鰭は無い かあるいは目立た

ず。 側穣が体側中央部 を走り，尾端郤が繼いこと

から，本科 と査定 された。体，鰭 とも一様に暗灰

色で，頭部 と背鰭， 臀鯖の肢端近くは黒色を帯ぴ

る。 垂直鰭は発達し，体商とlil程度の高 さに違す

る。 大型であるこ とや，体色の特徴から キセルク

ズアナゴ （14･lφi ca ll･11aE･･lｓ16）であ る可能性が

高い。

９　 ウ ナ ギ 亜目 の １種 ＡｎｇｌⅢloidei sp. （写 真

11.  12)

第１の佃体は， １回 目の篭綱観察中l･こ，糾め下

を向 き，頸都を海底に接するようにして体全体を

ゆっ くりと左 右に くねら せて篭 網に接近 して き

た。 しかし，篭網には反応せず，そのすぐ諞を素

通り した。 第２の個 体は。 水深113111 地 点を走

行中に観察され， 第ｌ の飼体とは逆に斜め上を向

いて遊泳 していた。

体は舉長く，体 長は体高の豹50 倍。尾部長は頭

艮十躯幹長の３－４倍。吻は短く，|峡は小さい。

囗裂は 眼の 後緑 の後方 まで達 し，吶鱚は 発逮す

る。臀鰭は商く。体 商とほぽ等 しい。背鰭の高さ

は低 く， 体商の1/3 程度。 背鰭始 部は胸鰭先端よ

り後方。 体色は覦 く，臀鰭 後端部辺部のみか黒 色

を帯びる。

ソコギス目　Notacanthiformes

トカゲギス科Halosauridae

10　 ト カゲギスAldrovat ㎡・ ｇがi。,･s（写裏13 ）

水深Ｈ〕S3 ― 1 273n･の相模トラフから 相模海 丘

’`の移行帶および相模海丘の斜而域に かけて睡占

的に川現した。観察された金ての個体 が海底直上

に定位 して尼部 だけを左右に小刻みに被打たせて



お り，「しんかい2・10」 の接近 に対 して逃避 行動

をとるものは少なかった。

１属 １髱で，その特徴的な形態 から本種 と査定

された。 偲広い 大きさのものか観察され。 成魚の

体は白色だが幼魚は体全体が黒 く雄幹部 がSIIい。

世界中 の嗟海に分布している。

ソコギス科　Notacanthidae

11　 キツ ネソ コ ギ ス Ｎ・鈿㎝。111。s ・みわ，111（写真

14）

水深1217m 地点 の海底 上 ２ｍ の中竈 をゆ っく

り遊 泳してい た。 相模ト ラフから相模海丘への移

行靨で は本穢 らしき魚を数回目撃 したが，確 実に

本秡 と査 定で きた個体は， こ の個体 だけで あ っ

た。

こ の個体は潁 長い体に長い臀麭基底， まるく突

出 した吻に白い 体色，遊離した約10 本の背鰭棘が

確認 されたこ とから， 本種と査定 された。

タラ目　Gadl  formes

’ チゴダラ科 Ｍ・ridae

12 カナダダラ ４,1心101111c, 。4spis (写真15 ｝

水深1265 ●地点で１佃体 が観察 された。

咄が著しく側 蝙して突出し，体色がー櫑 に思い

こ とから本機 と査定された。神 奈川県三崎以北に

分布するとされている。

ソコダラ科Macrouridae

13　 イ バ ラ ヒ ゲ Ｑ９μlg･laj‘ｄｌs acroiepi･s（写 真

16）

2 回の篭網観察ではいずれ も複数個体力f餌に蝟

壑し。航走中にも遊 泳している働1体が数回観察 さ

れた。 常に 海底直上 を泳ぎ回うており。 １ヶ所に

定位 するこ とはなかった。

吻が鋭く突出し，眼窩隆起縁 がよく発迷し，粗

雛な鱗を被 り，大型4こなるこ とから本槌 と査定 さ

れた。江の鳥以北の太 平洋岸に 分布するとされて

い る。

スズ キ目　Perctformes

ゲング科Zoarcidae

Ｍ　 シロ ゲング Ｓｄｌ・41ｓ 。 匈 （写真1? ）

相模|･ ラフ底 の水深1156 －1298m で ４撰体 が

観察 された。 いずれも海底上に 定座し。体 後半部

をゆっくりと被打たせていた。 いずれの個体 も積

裲的は遊泳行勁は示 さなかったか，体全体を斜め

上に持ち上げて離底 し，膿層 流に流 されながら移

丿加

動した個体があった。

側線は胸鰭上方と体側中央にあり，体は白色で

垂直鰭の後半部は黒色を帶ぴる。本穩は，オホー

ツク海から福島県以北の太平洋岸に分布するとさ

れ，三陸沿岸では。大陸棚上から陸棚斜面域の水

濠300ｓ 以浅を漁場とするilll合底曳網で漁獲され

る{ 京急油壷マリンパーク　山田和彦氏私信}。

相模湾では，水濠?00－750m から採集された記録

があ り(Ii 部ほか，1984))，相模湾における生息

水深は北方海域のそれより深いと考えられる。

カサゴ目　Ｓｃｏrpaenll()(ｍｅｓ

クサウオ科Liparididae

15　コン ニ ヤクウ オ属の １瞿 ａ 叨)晞fdlis sp-

(写真18)

水深1183m 地点で発見されたエソイパラガニ

(？回11ｓis ｌs,xlμ痢lｓ) にまとわりつ く秡に遊泳

し，｢しんかい2000｣ が接近するとガニの歩詢の

間に逃げ込んだ。｢ 匕んかい200e｣ はこのガニに

偃近し過ぎて衝突してしまったが，この問本穩は

ガニの体の陰に隠れ。歩啣の||¶]から外を伺うよう

な行動をとった。この行動から，両者閥に特別な

稙|川關係が成立していることが掘察される。驟illl

湾では，タラバガニ類２種の顫胸甲内側に本属の

卵が産み付け られている事例が発見さ れており

(舟尾ほか，1992)｡ 今回覩察された行動は，本秡

がヱソイバラガニに産卵する可能性を示唆してい

る。

本種は濃部が九く肥厚し，尾部が繝く側偏して

いるので， オタマジャクシの樣に見える。眼は火

きく，体色は茶褐色で拓部は黒色を帯びる。

カレイ目　Pleuronectilormes

カレイ科　Pleuronectldae

16 サメガレイ　Clidoden･嚊ａｌｊｌ㎡崗11ｓ

水深1 247m の泥底に露I'liする巨嫖の隙鬨に定

座していた。この個体を発見したのは。｢しんか

い2000｣ がその上を逝過する直前であったため，

撮影で きなかった。 ただちに Ｕ ターンしたもの

の，泥の巷き上げのために再びこの個体を発見す

ることは出来なかった。

このIJ ストに採録した16種のうち，本種の映像

のみが得られていない。しかし，この個体の有限

卸には，密に分布するいは状突起が認められたこ

とから，容易に本稙と査定された。本種は，日本



近海に分布するカレイ類の中では生息水深か最も

深いもののひとつで，三崎魚市場にもまれに水揚

げされる（山田，1990）。

3.3　 縊箚に対する魚類の行動

今回の西航では，２ヶ所で篭絹を海庭上に放置

して蝟集する生物の行動を觀察した。第１回目の

観察は，着底地点（水深1296m ）において，10時

5?分から11吟49 分の57分間，槧２回目は，水深1

293n･ 地点において，12畤33分から丁3時09 分の36

分lljにわたって実施された。両地点とも0.1ノ７

卜の弱い底層流があり，海底は泥であった。

今回用いた笵罰のサイズは。対象生物の大きさ

に比して明らかに小さかったが，観察窓直下のサ

ンプルバスケット上に職せて携帯するため（写真

１）， やむを得ず観察窓からの視界を妨げないサ

イズに抑えた。

以下に篭箚に蝟集した主な魚顋の行動を述べ

る。

（l） イラコアナゴ

篭を設置する直前から視界の中に現れ。跂鈬直

後から繰り返し激しく篭に激突した。毫の周回に

集まった多数の個体は，篭の周囲に振り瞰かれた

餌を手当たり次第に食べ。戳き叫袋に嗔み忖いた

まま体をキリモ ミ状に回転させる行動をみせたも

のもあった。篭鯲入口から中に入ろうとする佃体

もあったが，篭網の大きさが小さかったため，体

全休が入り切らないうちに内部の餌袋に突き当た

り，後退して山てしまった。結局，篭絹に入網し

たのは｜倒体のみで，こ の個体は天井循分の網目

に強引に頚部を央っ込み，体を瀲しく回転させな

がら脱ｌ した。

C2｝ コンゴウアナゴ

本種 も，前種同様に餌に対して貪欲な行抛を示

し。体が小さいために篭網の目をすり抜けて自111

にｉ 人りした。 本稙は，大型魚の体内に食い込

み，寄生生活を遇ること もあるとされているが

（田中 一久保田｡1988 ）｡今回の観察では餌袋に体

全体を潜り込 ませて鮮を食べる行動をみせた。

｛3｝ イバラヒゲ

アナゴ霍に比べると番戒心がやや強く，暫く篭

綱の周囲を泳ぎ回った詼に篭に接触した。惣網の

入口に吻部を差し入れた個体があったが，入口の

径か小さく人網までに至らなかった。 また，海底

PrＱｃ- JAMSTEC Ｓymp. Deep Sea Res. (1992)

上の塰き餌を丸呑みにし。鰓孔から泥を吹き出す

行動が観察された。

４．今後の課題

この潜航では，生時の観察事例がほとんど無

く，得られている標本数も少ないと考えられる稀

種に何度か遭遇する事ができた。しかし，ｒしん

かい2{}00亅 には魚類を採集する能力がほとんど無

く，そのような楯髱に触れる覩の距離まで簽近し

ても，採集は鷙めなければならなかった。生物の

分布調査は，標本が不飼のもは不完全と言わざる

を得ず，調査結果の侶畝性までが疑われることが

ある。標本の皿要性については今さら曾うまでも

ない觝 得られた標本は単なる分布の釐拠にとど

まらず。分類学，生理学苟他分類の研充にも貢献

する。

この脾航で観察された中 一大型魚類は，照明光

やモーター音に対して逃避行助を示さないものが

多く，総じて動作が緩慢で至近距離に近付けた。

海洋科学技術センターでは，ゆ・小型衷在性勁物

の採集を目的としたスラープガンを閨発し，それ

を用いて小型底生魚類を採・ した爽績がある( 橋

本ほか，1991)。次の段階として，中 一大型魚の

採集を目的とした採集器具の闢発が莖まれる。具

体的には， 魚の上から繝をかぶせる投網タイプ

や，魚体にロープ付きの矢を打ち込む水中銃タイ

プの採集器具を提案する( 圜３)。
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( 水深 囗831,j
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